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技 術 概 要 
 

技術名称 
後付衝突警報及び車線逸脱警報装置「モー

ビルアイ」 

担当部署 モビリティ事業部 

担当者 前林広樹 

NETIS登録番号 KT-220032-A  電話番号 03-6775-7450 

会社名等 ジャパン・トゥエンティワン株式会社 MAIL maebayashi.hiroki@japan21.co.jp 

技術の概要 ホームページ 

 
 

 

１．技術開発の背景及び契機 

建設業における道路上交通事故の死亡者数は2019年で27名と、建設業の死亡災害者数全体

269名のうち10%を占める、全体の中でも3番目に多い要因となっている。事故があれば工期

や現場周辺の住民感情に影響を与えるため、単に「交通安全に気を付けます」という意識

だけではなく、具体的な作業車両との交通事故防止対策が求められている。 

 

２．技術の内容 

モービルアイは前方車両への急接近や居眠り運転などによる車線逸脱など衝突事故の可能

性を、運転手に警告音で伝え、資材運搬時など車両運転時の事故を予防することができる

後付け警報装置である。歩行者警報以外は夜間も作動する。 

〇前方車両衝突警報 

・前方車両が走行中に停止・減速し衝突事故の危険性が高まった際発報する。 

〇前方車間距離警報 

・30km/毎時以上で走行している際、前方車間距離が予め設定した秒数以下になると、発報する。 

〇車線逸脱警報 

・設定した時速以上で走行中、走行車線から車両が逸脱する直前または逸脱後に発報する。 

〇歩行者衝突警報 

・昼間の時間帯、7km/毎時の速度で走行中に前方30m範囲の歩行者との衝突が予測される場合

に発報する。 
 

３．技術の効果 
単眼カメラによるリアルタイムの画像処理で危険を察知することで交通事故リスクを軽減

し、建設機械車両による交通事故防止と安全対策を確立する。これにより資材運搬時や

現場での交通事故を防止、工事の円滑化が図れる。事故削減率が80%以上に達した企業

も存在するなど、事故削減効果は大きい。 
 

４．技術の適用範囲 

・正面に窓ガラスがあり密閉された運転席がある車両 

・ウインカー信号と車速信号が取得できる車両 

 

５．活用実績（2022年9月6日現在） 

世界各国の車両に取付けられており、日本国内だけでも7万台以上の車両の実績が存在

する。トラックやバスが中心ではあるが様々な車両に取り付けできるため、車両安全

対策の標準化が可能となる。装着後の1,656台の調査では、全11社の平均・追突事故削

減率が約88%という結果もあり、事故削減に大きく寄与することができる。 
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６．写真・図・表 

図-1：モービルアイの警報の種類について 

 
図-2：モービルアイの構造 

 
図-3：モービルアイ装着による追突事故削減実績 
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お問い合わせ先
㈱ 竹中工務店 技術研究所
〒270-1395 千葉県印西市大塚1-5-1
TEL:0476-47-1700 / FAX:0476-47-3050

新開発の芝生保護材（商品名：ハニカムグリーンパネル）と，締固め強度や保水性・透水性に優れた特殊土壌を
組み合わせた工法です．緑化材料は踏みつけに強いノシバを主に用い，使用用途に応じて，保護材の上から芝生を
押し込む“張芝工法“・芝生の種をまいて緑化する”播種工法”・事前に畑で芝生を育成したパネルを現場で敷き並べ
る“プレシード工法”の3つの工法から，施工方法を選定します（特許取得済） ．

■概要

路面緑化技術「ハニカムグリーン®」
踏まれても枯れにくく，車いすでも歩きやすい新工法を開発

適用イメージ 上部構成例

近年、グリーンインフラ（自然環境の機能を社会課題解決に活用しようとする考え方）のツールの一つとして注
目される路面緑化工法は，緑化面積の確保や夏季の暑熱緩和・雨水の地中浸透といった屋外環境の改善を目的とし
て多くのプロジェクトで実施されていますが，芝生の生育と歩行性確保の両立が難しいという課題がありました．
これに対し当社では，芝生が枯れにくくバリアフリー性に優れたハニカムグリーン工法を開発しました．本工法は
様々な建物用途の屋外駐車場や歩道などへの適用が可能です．

■背景

■特長
●健全な芝生の生育 ハニカムグリーンパネルと特殊土壌の使用により，芝生が保護され傷みにくい
●移動時の快適性確保 パネル上部の開口間隔が狭く，靴や車いす・ベビーカー等の車輪でも通行しやすい
●高い耐久性 普通乗用車の利用では保護材が壊れにくく，特殊土壌の沈下も極わずか
●緊急車両の乗入れ対応 ハニカム構造の芝生保護材が荷重を分散するため，非常時には大型車の乗入が可能

断面構成例

mm

技術紹介URL

■適用の効果
●ヒートアイランド緩和 夏季日中の地表面温度15℃減・

SET*（標準新有効温度：体感温度の指標）約2.4℃減
●雨水貯留・雨水浸透 特殊土壌と砕石部分で降雨11mm相当を貯留可能（空隙率を各40%・30%で試算）

施工面積が緑地として認定されることにより、貯留槽や浸透ます等による雨水浸透
対策量を当初計画から約12%削減（都内での実績値）

●歩きやすさ 男女各20人対象の印象評価試験で、本工法は歩行者・車いす利用者ともに高評価

約2.4℃減

アスファルトとのSET*の比較夏季の地表面温度の比較 ユーザー評価の回答例

【問】複数形状の保護材のうち、
車いすを最も押しやすいのは？
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お問い合わせ先
㈱ 竹中工務店 技術研究所
〒270-1395 千葉県印西市大塚1-5-1
TEL:0476-47-1700 / FAX:0476-47-3050

2017～2020年の間に，事務所ビル・工場・集合住宅・研究施設・集客施設・公園・高速道路のサービスエリ
ア・パーキングエリア等，20件のプロジェクトの駐車場や歩道等に適用されています．

■適用例

事務所ビル駐車場（大阪府）

商業施設の歩道（栃木県）

【留意点】
●芝生の生育は日照および通行量の影響を受けるため，育成条件に合う場所での施工を推奨します．
●芝生の根が根付くまでは，初期養生期間（スプリンクラーの灌水等）が必要です．
●通常の芝生と同様に，美観を維持するための芝刈や夏期における長期無降雨時の灌水等，維持管理が必要です．
●緊急車両の乗入後は，必要に応じてメンテナンスが必要です．

集客施設の歩道（神奈川県）

集合住宅の車路と駐輪場（東京都）

商業施設歩道（栃木県）

【補足】
本研究開発は国土交通省の補助事業（先導的都市環境形成促進事業 先進緑化技術開発助成事業）を受け実施したものです．
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�ō ©©�GHB	CDE�

�J
©̈KDE

株式会社 エヌ・エス・ピー 
193

PA0406-PC
テキスト ボックス
株式会社 エヌ・エス・ピー　連絡先【TEL:0573-67-2129】




����������	
��
��
�������������� ����

� !"#$
%&'()*+,-.

/012

34!" 5675879:
;" <=>?@ABCDEFGHIJKLM"N ODPQ
FEHRSRTFU
V�WXYZ[\]^ _`7ab7cdefghZijkl]^ _`7abc:m:nop] ab7cdef

194



� qr#$s
tuvwxy&z
{|
}~�

���FR���H�������R�FH���F������R�RR�F�H��
�������XY��Z��[\p^����^�����Y ¡¢�£¤¥�¦¤¥§¨ ��^©ª�^«�¬��Y�­®�¯
��
���8°±²³d´dµ¶�

·�X�·�^�¬¸¹}~º »§¼X�½¾»§¼X

� qr#$¿
ÀÁ

sÂ ÃÄÅÂ«��qrÆ�ÇÈ7��XY��Z��ÉÊX�Ë�¯¿Ì®ÍÎ�¡ÏÆqr�ÐÑÒÅÄÓ�ÇÈ7£¤¥�¦¤¥ ��^©ª�^«ÔR;ÕÃ��;ÕÃ�¬ÒÅÄÓ¯Ö×»XY�ÎØ ÙZ�Ú��ÇÈ7½¾»§¼XY�WÛÜÝ��¬XY�Þdß:f�àáâãä��¬XY7åæçÆ��XY�èéXY�9êëìí���^©ª�^©ÒÅÙZîï�Ë�¯
195



� ðñ	òó

ô Ì®Çõ�ö÷ø

ùúxyûüýþ������ �xyû���	��7�¬
��ÇÇ�7�
���Kõ��������Ä 7�¬
����7�����Å��
8�:8«�Ê

196



� 
��ô���Ò
7���N� ô�� ÐÑ7����©��à !Å�Zîï ½¾»§¼"#ì�¬X$�%&'¢(

� )�*�+,_-
./0123134056789:;<=>?@A ./0B3332B0CDE=FGHIJK�� LMKNîïÆ·OÄPQRS��å TUª�8°dVpWNXY[\Z[ Ñ\Å��47]^4��_`�ª�«�a

197



bcdefghijbklmþno

198


	R4新技術・新工法説明会(佐賀)
	15_[技術概要] 後付衝突警報及び車線逸脱警報装置「モービルアイ」
	15_[発表資料] KT-220032

	16_[技術概要] フラットバー付敷鉄板
	16_[発表資料] KK-220028

	17_[技術概要] 枯れにくく走行・歩行しやすい芝生舗装「ハニカムグリーン」
	17_[発表資料] QS-200063

	18_[技術概要] 水圧四面梁
	18_[発表資料] CB-120037



	Button1: 
	TOP: 


